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■地域別の特徴と空家対策 

 １．ＪＲ以南地域 ２．片山・岸部地域 ３．豊津・江坂・南吹田地域 ４．千里山・佐井寺地域 ５．山田・千里丘地域 ６．千里ﾆｭｰﾀｳﾝ・万博・阪大地域 

地域特性 ・市内でも早くから開けた地域。 
・ＪＲ吹田駅周辺の昭和町、高城町、
寿町などは、昭和初期に実施された
耕地整理により整然とした住宅市
街地が形成。 

・神崎川沿いや JR 東海道本線、十三
高槻線沿いの工場の宅地化が進み、
住工混在が進む。 

・JR 吹田駅周辺を中心に 12 の商店街
が形成されているが、空き店舗が増
加。 

・自然発生的に開発された地区
が多く、旧集落や農地と混在
した地区。 

・片山町では老朽化した木造住
宅が密集。 

・工場の宅地化が進み、住工混
在が進む。 

・ＪＲ吹田駅北口地区市街地再
開発事業により、商業施設の
整備が進むが、片山商店街な
どでは空き店舗が目立つ。 

・江坂地区では、土地区画整理事業によ
り商業･業務機能が集積。南吹田地区
でも土地区画整理事業により、住宅と
工業・流通・業務機能が分布。これら
の周辺には旧集落が分布。 

・阪急沿線では、戸建、アパート、マン
ション、文化住宅などが混在する密集
住宅地。 

・南吹田地区では、工場の宅地化が進み、
住工混在が進む。 

・江坂駅周辺は、本市の商業・業務の中
心地としてのにぎわいを有する。ま
た、マンションが多く立地。 

・阪急千里線の開通に伴い開発さ
れた郊外住宅地が広がる。 

・千里山西地区から円山町にかけ
た地区は、風致地区に指定され
ており、緑豊かで閑静な戸建住
宅地が広がる。 

・佐井寺１・２丁目では、旧集落が
分布。 

・千里山地区周辺や関大前駅周辺
には、地域住民や学生を対象し
た店舗が立地。 

・名神高速以西の旧小野原街道
沿いには旧集落が分布。 

・名神高速以東では、戸建や集合
住宅が分布し、地区計画によ
り良好な住環境を維持。 

・阪急山田駅南側などでは、昭和
50 年代に開発された戸建住宅
地が分布。 

・阪急山田駅前やＪＲ千里丘駅
北西部ではマンションが多く
立地。 

・阪急山田駅周辺では、複合ショ
ッピングセンターが立地。 

・千里ニュータウンの北・南の地区セ
ンターを核とした中心部で公的賃
貸住宅が集積しているが、近年は建
替等により分譲マンションが増加。 

・千里ニュータウンの外縁部では、区
画の大きい戸建住宅地が分布。 

・阪急北千里、南千里駅を中心に商業
施設、公共公益施設が集積。 

H27 年人口 
・ 

人口増減 

⑥35,091 人 
 
・市内で人口が最も少なく、やや減少
傾向。 

・地域全体的に減少している地区が
多い。 

・府営住宅が立地している川園町や
南正雀５丁目で人口が著しく減少。 

⑤56,698 人 
 
・人口は、横ばい傾向。 
・地域全体的に横ばい～減少の
町が多い。 

・原町４丁目で大規模分譲マン
ションの立地により、人口が
急増。 

②73,807 人 
 
・市内で人口が２番目に多く、人口は
年々増加。 

・大阪メトロ御堂筋線沿線を中心に人口
が増加。 

・特に南吹田４丁目では戸建住宅の分譲
もあり、人口が急増。 

・地域東側の阪急吹田駅周辺では、人口
が横ばい～減少。 

④62,398 人 
 
・人口は、横ばい傾向。 
・地域全体的に横ばい～減少の町
が多い。 

・千里山星が丘では、大規模分譲マ
ンションの立地により、人口が
急増。 

 

①80,977 人 
 
・市内で人口が最も多く、人口は
年々増加。 

・千里丘北では、大規模住宅開発
が行われたことから、人口が
急増。その周辺にも波及効果
がみられる。 

・名神高速道路以西では、人口が
減少。 

③65,497 人 
 
・平成 22 年までは減少していたが、
平成 27 年は増加に転じる。 

・駅周辺部で、分譲マンションの新築
に伴う、50％以上の増加。 

高齢化率 ②29.4％ 
 
・全体的に市の平均値より高い町が
多く、高齢化率は市内で２番目に
高い。 

③24.0％ 
 
・大阪高槻京都線沿道で高齢
化率が高く、特に岸部中２
丁目で高齢化率が 50.8％と
突出して高い。 

 

⑥17.6％ 
 
・御堂筋線沿線の人口が増加している
一帯で高齢化率が低く、高齢化率は
市内で最も低い。 

・地域東側の吹田駅周辺や南吹田地区
で高齢化率が比較的高い。 

⑤18.9％ 
 
・全体的に市の平均値より低い地
域が多く、高齢化率は市内で２
番目に低い。 

・千里山駅周辺では高齢化率が高
く、駅から離れるにつれて高齢
化率が低い。 

 

④21.9％ 
 
・名神高速道路以西の方が高齢
化率が高く、その中でも山田
西地区が東地区に比べて高齢
化率が高い。 

・名神高速以東の人口が増加し
ている町では、高齢化率が低
い。 

①29.5％ 
 
・1960 年代に入居した世代が高齢と
なったため、高齢化率は市内で最も
高い。 

・人口が増加している地域では、大規
模分譲マンションを中心とした住
宅更新が行われているため高齢化
率が低く、住宅更新が行われていな
い地域では高齢化率が高い。 

空家等の 
割合 
・ 

分布状況 

④2.3％ 
 
・既成市街地であり、地域全体に空
家が分布。 

・地域の中央部にあたるＪＲ吹田駅
では徒歩圏内でも空家等が多く分
布。阪急及びＪＲ吹田駅の徒歩圏
外、地域の東側のＪＲ岸辺駅及び
阪急正雀駅の徒歩圏外に多く分布
しており、空家率も高い。 

②2.9％ 
 
・市内で２番目に高い。 
・既成市街地であり、地域全
体に空家等が分布。 

・特に大阪高槻京都線沿線の
地域に多い。 

①3.3％ 
 
・市内で最も高い。 
・土地区画整理事業区域外である阪急千
里線沿線の既成市街地に多く分布。 

・阪急吹田駅や豊津駅では、駅徒歩圏
内でも空家が多く分布。 

 

⑤2.2％ 
 
・空家率は、市内で２番目に低
い。 

・阪急沿線から佐井寺にかけての
既成市街地に多く分布。 

・千里山駅や関大前駅では、駅徒
歩圏内でも多く分布。 

⑥2.1％ 
 
・空家率は市内で最も低い。 
・名神高速道路以東で低く、以
西では市平均よりも高い。 

③2.6％ 
 
・地域の駅徒歩圏外で空家が多く分
布。 

Ｄランクの
割合 

③10.1％ ①17.0％ ⑤8.1％ ④8.3％ ②11.0％ ⑥4.2％ 

空家等の 
敷地面積 

100 ㎡未満が最多 100 ㎡未満が最多 100 ㎡未満が最多 100～200 ㎡が最多 100 ㎡未満と 100～200 ㎡が最多 300～400 ㎡が最多 

空家等の 
平均路線価 

③154,000 円／㎡ ⑥129,000 円／㎡ ④150,000 円／㎡ ②161,000 円／㎡ ⑤139,000 円／㎡ ①166,000 円／㎡ 

空家の 
老朽化率 

⑤73.3％ ②84.6％ ⑥71.4％ ④75.0％ ③80.5％ ①91.7％ 

 

資料２ 
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 １．ＪＲ以南地域 ２．片山・岸部地域 ３．豊津・江坂・南吹田地域 ４．千里山・佐井寺地域 ５．山田・千里丘地域 ６．千里ﾆｭｰﾀｳﾝ・万博・阪大地域 

空家等 
の特徴 

 
 

・ＪＲ吹田駅周辺では、駅徒歩圏内
で、道路幅員も一定程度確保され
ているものの、住宅の老朽化が進
んでおり、空家等が多く分布。 

・内本町・高浜町・南高浜町の旧集落
では、古い街並みや歴史的建造物
が残っているが、駅徒歩圏外でも
あり、空家等が多く分布。 

・今後も空家等の増加が懸念される。 

・大阪高槻京都線沿線の密集
市街地では、建物の老朽化が
進んでいるものの、敷地規模
や接道条件により、建替更新
が困難な空家等が多いため、
そのまま放置され、状態の劣
化が進んでいることが想定
される。 

・今後も空家等の増加が懸念
される。 

・阪急沿線の泉町では、高齢化率が高
く、密集市街地であるため、駅徒歩圏
内外にかかわらず、空家等が多く分
布。 

・敷地規模や接道条件により、建替更新
が困難な空家等が多いため、そのまま
放置され、状態の劣化が進んでいるこ
とが想定される。 

・高齢化率も市平均よりも高いことか
ら、今後も空家等の増加が懸念され
る。 

・千里山地区では風致地区に指定
されていることから、良好な住
環境が維持されている。 

・阪急千里山駅や関大前駅の徒歩
圏内でも空家等が多く分布し、
高齢化率も高いことから、更に
増加する可能性が高い。 

・佐井寺地区の旧集落では、古い
街並みが残っているが、駅徒歩
圏外で狭あい道路も多いことか
ら、空家等が多く分布。 

 

・名神高速以西の既成市街地や
旧集落においては人口減少・
高齢化・空家等の増加が目立
つ。 

・名神高速以東では、住宅開発
や分譲マンションが整備さ
れ、地区計画により良好な住
環境が形成されており、住宅
取得に伴う若年層が流入し、
人口が爆発的に増加。 

・既成市街地・旧集落と新市街
地との格差が拡大し、既成市
街地・旧集落の更なる衰退や
空家等の増加が懸念される。 

・宅地規模が大きく、良好な市街地環
境が維持されている。 

・Ｄランクの割合が低く、全体的に状
態の良い建物が多い。 

・千里ＮＴの計画上、駅周辺は集合住
宅が立地しているため、空家等も
駅徒歩圏外に多く分布。 

・市内で最も高齢化率が高く、今後空
家等が増加する可能性が高い。 

・空家等を売却する場合、地区計画で
最低敷地面積が設定されていない
地区では、細分化が進行する可能
性がある。 

空家の 
発生要因 

共通事項 
 
・所有者の高齢化に伴う、施設入所や親族との同居 
・所有者の死亡等による相続の登記未変更 
・固定資産税等の住宅用地特例措置の継続 
・相続人の独立・住宅所有に伴う管理不全及び空家の状態悪化 

旧集落型 
 
・空家所有者の不明による除却の難航 
・空家の未接道または狭あい道路への接道による建替の難航 
・歴史的価値による、売却の難航 

大規模開発市街地型 
 
・所有者の高齢化に伴う、家を残した
ままでの、駅周辺の利便性の高い
物件への住み替え 

・広い土地、建物価値の低下による、
中古流通の停滞 既成市街地型 

 
・空家の未接道または狭あい道路への接道による建替の難航 
・高度経済成長期に建てられた建物の市場流通の停滞 
・長屋等の建物の除却の難航 

開発市街地型 
 
・住宅地の建物価値低下による、周辺の新たな住宅開発への人口流入・中古流通の停滞 
・地区計画・風致地区等の建築規制による、建替の難航 

 
 
 

空家対策 

共通事項 
①市民への意識の涵養     ②情報提供の充実        ③情報発信の工夫 
④適正登記の促進       ⑤所有者等への理解増進     ⑥相談体制の整備 
⑦行政機関との連携      ⑧民間団体との連携       ⑨地域住民との連携 
⑭空家の状況把握       ⑮法適用外空家への体制の整備  ⑯特定空家等に対する措置 
        

旧集落型 
 
⑩空家改修の促進 
⑫跡地の活用促進 
⑬除却の支援 
 

既成市街地型 
 

⑩空家改修の促進 
⑫跡地の活用促進 
⑬除却の支援 

大規模開発市街地型・開発市街地型 
 

⑪市場流通の促進 
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※年齢不詳を除く 

地域別年齢３区分人口 

出典：平成 27 年国勢調査 
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出典：各年国勢調査 

地域別人口の推移 
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※150 世帯未満の町丁目は対象外 
地域別人口増減率 

出典：各年国勢調査 
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地域別町丁目別高齢化率[グラフ] 町丁目別高齢化率[図] 地域別空家等の割合 [グラフ]  町丁目別空家等の割合[図]  ※いずれも共同住宅等を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27 年国勢調査 出典：吹田市空家等実態調査 

※150 世帯未満の町丁目は対象外 
※総建物数が 40 戸未満の町丁目は対象外 
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町丁目別高齢化率（2015 年） 町丁目別空家等の割合（共同住宅等を除く） 

地域別高齢化率（2015 年） 
地域別空家等の割合（共同住宅等を除く） 

出典：吹田市空家等実態調査 

出典：平成 27 年国勢調査 
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空家等の危険度ランク[グラフ]  地域別空家等の敷地面積[グラフ]  地域別空家等の路線価[グラフ]  ※いずれも共同住宅等を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域別空家等の路線価 

出典：吹田市空家等実態調査、土地登記情報 

地域別空家等の危険度ランク 

出典：吹田市空家等実態調査 

出典：吹田市空家等実態調査、路線価公表データ 

地域別空家等の敷地面積 

4件

(1.9%)

10件

(3.5%)

28件

(11.9%)

17件

(10.9%)

12件

(8.8%)

3件

(2.5%)

74件

(6.5%)

99件

(47.6%)

103件

(35.6%)

100件

(42.4%)

51件

(32.7%)

58件

(42.6%)

42件

(35.0%)

453件

(39.6%)

84件

(40.4%)

127件

(43.9%)

89件

(37.7%)

75件

(48.1%)

51件

(37.5%)

70件

(58.3%)

496件

(43.3%)

21件

(10.1%)

49件

(17.0%)

19件

(8.1%)

13件

(8.3%)

15件

(11.0%)

5件

(4.2%)

122件

(10.7%)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

JR以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・

万博・阪大地域

合計

Aランク Bランク Cランク Dランク

ＪＲ以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・万博・

阪大地域

市全域

86件

(41.3%)

101件

(34.9%)

84件

(35.6%)

29件

(18.6%)

33件

(24.3%)

333件

(29.1%)

34件

(16.3%)

55件

(19.0%)

43件

(18.2%)

44件

(28.2%)

33件

(24.3%)

3件

(2.5%)

212件

(18.5%)

11件

(5.3%)

30件

(10.4%)

18件

(7.6%)

35件

(22.4%)

24件

(17.6%)

33件

(27.5%)

151件

(13.2%)

16件

(7.7%)

20件

(6.9%)

12件

(5.1%)

10件

(6.4%)

9件

(6.6%)

45件

(37.5%)

112件

(9.8%)

3件(1.4%)

10件

(3.5%)

8件

(3.4%)

5件

(3.2%)

3件

(2.2%)

22件

(18.3%)

51件

(4.5%)

3件

(1.4%)

19件

(6.6%)

17件

(7.2%)

9件

(5.8%)

17件

(12.5%)

17件

(14.2%)

82件

(7.2%)

55件

(26.4%)

54件

(18.7%)

54件

(22.9%)

24件

(15.4%)

17件

(12.5%)

204件

(17.8%)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ＪＲ以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・万博・阪

大地域

市全域

100㎡未満 100㎡～200㎡未満 200㎡～300㎡未満 300㎡～400㎡未満

400㎡～500㎡未満 500㎡以上 登記なし

ＪＲ以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・
万博・阪大地域

市全域

28件

(9.7%)

2件

(0.8%)
16件

(10.3%)

7件

(5.1%)

55件

(4.8%)

92件

(44.2%)

199件

(68.9%)

126件

(53.4%)

22件

(14.1%)

73件

(53.7%)

6件

(5.0%)

518件

(45.2%)

91件

(43.8%)

61件

(21.1%)

97件

(41.1%)

108件

(69.2%)

55件

(40.4%)

103件

(85.8%)

515件

(45.0%)

23件

(11.1%)

1件

(0.3%)

11件

(4.7%)

10件

(6.4%)

1件

(0.7%)

11件

(9.2%)

57件

(5.0%)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ＪＲ以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・万…

市全体

10万円/㎡未満 10万～15万円/㎡未満 15万～20万円/㎡未満 20万円/㎡以上

ＪＲ以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・

万博・阪大地域

市全域

2件

(1.0%)

◆地域別空家等の平均価格
（空家等の路線価の合計／ 

空家等の件数） 
 

③ 154,000 円／㎡ 

⑥ 129,000 円／㎡ 

④ 150,000 円／㎡ 

② 161,000 円／㎡ 

⑤ 139,000 円／㎡ 

① 166,000 円／㎡ 

 

市平均：147,000 円／㎡ 
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地域別空家の老朽化率[グラフ]    町丁目別空家の老朽化率[図] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域別空家等の老朽化率 

出典：吹田市空家等実態調査、家屋登記情報 

出典：吹田市空家等実態調査、家屋登記情報 

地域別空家等の老朽化率 

老朽化率：空家等と判定した建物のうち、登記建築年が旧耐震と考えられる件数（1981（S56）年以前） 

 

※1981（S56）年以前を旧耐震と見なした理由 

新耐震基準は 1981（S56）年６月１日以降に建築確認を受ける建築物について適用されるものであり、家

屋台帳は登記建築日であることから、工事期間等を考慮し、1981（S56)年は旧耐震と見なしている。 

空家等と判定された件数  1,145 件 

うち登記あり       813 件 

うち建築日登記あり   639 件 

うち老朽家屋     506 件 

73.3%

(73件)

84.6%

(115件) 71.4%

(95件)

75.0%

(69件)

80.5%

(66件)

91.7%

(88件) 79.2%

(506件)
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